
1971年の創業以来、総合エンジニアリング企業として成長を遂げてきたTCSグループ。
その中核事業であるITソリューション事業を担う13社が、2024年10月に統合されると発表された。
ITサービスプロバイダ－として、社会課題解決にいっそう力強くまい進していく構えだ。
統合をけん引するTCSホールディングスの担当者に、経緯と狙い、目指すべき企業像を聞いた。

TCSグループ、2024年秋に13社統合へ

「情報社会の明日」実現への一手

売上高1300億円に迫る巨大な企業体へ

と発展した。

　創業者が社員をけん引して業績を伸ば

してきた1999年までがフェーズ1なら、

M&A戦略を推し進めてきた1999年以降

はフェーズ2と言えるだろう。2000年

代も業績は順調に推移し、髙山氏も引き

続き陣頭で指揮をとっていた。だが、社

会情勢の変化やニーズの多様化などによ

って、経営戦略の見直し、いわばフェー

ズ3への転換が求められるように。その

大きな契機が、2018年の創業者の逝去

だった。

　「その後を引き継いだ髙山芳之現社長

が強力な経営者を中心としたトップダウ

ン経営から、企業理念を軸にした組織へ

の生まれ変わりを促進しました。社員そ

れぞれが主体的に考え、課題解決のため

に積極的に行動できるようマインドセッ

トするのが急務だったのです」と田村氏。

　社是を「情報社会の明日を創造・建

　TCSグループの創業者である髙山允伯

氏が、1971年に東京コンピュータサービ

ス株式会社（現TCSホールディングス株

式会社）を起こしたときの社員数はわずか

に7人。しかし強気の採用戦略で成長を

続け、コンピューター産業の黎
れいめい

明期であ

りながら、ソフトウエア開発事業に目を

つけて事業の拡大にまい進。現在の、あ

らゆる分野のソフトウエア開発を行う企

業グループとしての足場を築いていった。

「創業者は完全なるコントローラータイ

プと言いましょうか、根性とアイデアで

続々と事業を拡大させる、非常にパワフ

ルな人でしたね。とにかく社員を増やし、

スケールメリットを生かして仕事を受注

するというのが当時の方針。すごい勢い

で売り上げも伸びていきました」と取締

役の田村氏は当時を振り返る。

　同社の最初の転機となったのは1999

年。ソフトウエア開発事業の成長だけで

なく、多角的な企業グループへの拡大を

目指してM&A戦略へとかじを切っていく。

「社会情勢の変化に柔軟に対応できるよ

う、収益の柱を分散させるという考えも

あったのでしょう。ソフトとハードのバ

ランスを見ながら、1年に1社ほどのペ

ースでグループ会社が増えていきまし

た」と語るのは下山氏。

　その結果、TCSグループは電子機器製

造業や商社など多様な業界にまたがり、

ルダーからは多くの期待の声が寄せられ

た。8000人規模の新たな ITソリューシ

ョン会社が誕生すれば、業界に与えるイ

ンパクトも大きなものになる。

する必要がありました」と田村氏。

　こうした流れのなかから生まれてきた

のが13社の統合という構想だ。グルー

プの中核である ITソリューション事業に

従事する8000人がひとつになることで、

スケール感とスピード感を高め、技術力

の底上げを目指す。

　この統合が発表されると、ステークホ

意義でした」と下山氏は言う。

　また同時に、中核事業である ITソリュ

ーション事業では、技術力の承継、生産

性といった面での課題も浮き彫りになっ

てきた。

　「現在の個々の会社規模では大規模プ

ロジェクトの受注が難しく、新しい技術

習得の機会も得づらい状況にありました。

また、そもそも少子化問題もあって、優

秀な人材の確保は年々難しくなっていま

す。この問題をどうにか解消し、今後も

成長し続けていくための経営戦略を策定

設」すると再定義し、グループ全社員の

ベクトルをそろえるために企業風土改革

の取り組みを開始。フランクリン・コヴ

ィー社の「7つの習慣」を軸とした研修を

開催し、まずは経営幹部、部門長、プロ

ジェクトリーダーと段階的に参加してい

る。それらの社員が主体となって勉強会

を開催するなど、全社員へのカスケード

ダウンの動きも活発だ。「こうした活動に

より、全社員で共通言語を持てたことは、

判断のスピード化を図る上でも非常に有

　また、この統合は社員目線で見てもメ

リットが大きいと語るのは下山氏だ。

　「仕事の選択肢が増えることで、社員

が活躍できるフィールドが格段に広がり

ます。研修制度の充実や経営のさらなる

強化に向けたMBA取得支援なども行っ

ていきます。それぞれの能力を新しい会

社で存分に発揮してもらいたいですね」

　13社、8000人規模の統合となれば、

環境変化に伴う不安を持つ社員もいるだ

ろうが、組織の再編にあたり、十分に配

慮すると言うのは田村氏。

　「グループ会社それぞれの文化や強み

はそのまま生かし、上下左右の人間関係

も極力維持したまま社員を再配置する予

定です。人的資源を適材適所に配置し、

効果を最大化することができれば、他社

にはない大きな強みとなるでしょう」

　「我が人生にバックギアなし」がモット

ーで、常に前を見据えて進み続けた髙山

允伯氏。カリスマ創業者が残したこうし

た企業DNAはそのままに、時代に合わ

せてブラッシュアップされた組織となっ

てTCSグループが生まれ変わる。新社名

と新しい企業ロゴの発表は今夏の予定。

お披露目が楽しみだ。

トップダウン経営から
企業理念を軸とした組織へ

統合で事業もスケールアップ
顧客から期待の声も

統合によるスケールメリットは
社員にとっても大きなチャンス
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